
完
全
予
約
制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

制
度
が
あ
り
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」

は
米
原
（
醒
井
・
息
郷
地
域
を

除
く
）
・
近
江
地
域
、
「
カ
モ

ン
号
」
は
山
東
・
伊
吹
（
北
部

地
域
を
除
く
）
地
域
を
基
本
と

し
て
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
か
ら
の
要
望
が
強
い
と
い
こ

と
か
ら
運
用
改
善
を
求
め
て
質

問
し
ま
す
。

Ｑ
、
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
と

「
カ
モ
ン
号
」
の
運
行
エ
リ
ア

に
、
醒
井
・
息
郷
地
域
と
伊
吹

北
部
を
加
え
、
市
内
全
域
を
網

羅
で
き
る
よ
う
改
善
は
。

Ａ
、
平
成
27
年
度
か
ら
市
内
の

地
域
公
共
交
通
の
改
善
に
向
け
、

聞
き
取
り
調
査
等
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
こ
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
運
行
エ
リ
ア
の
拡

大
な
ど
運
行
の
改
善
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

Ｑ
、
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
と

［
カ
モ
ン
号
］
の
運
行
を
統
一

し
、
自
由
に
乗
り
入
れ
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
、
カ
モ
ン
号
の
運
行
方
式
の

改
善
は
必
要
と
考
え
、
ま
い
ち
ゃ

ん
号
の
よ
う
な
エ
リ
ア
運
行
へ

の
移
行
も
含
め
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
利
便
性
向
上
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
。

Ｑ
、
市
立
長
浜
病
院
や
長
浜
赤

十
字
病
院
へ
の
乗
り
入
れ
は
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ
、
市
外
の
総
合
病
院
へ
の
直

接
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
、
市
民

か
ら
の
要
望
は
高
い
と
把
握
し

て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

市
民
の
通
院
だ
け
で
は
な
く
、

通
勤
、
通
学
、
そ
し
て
買
い
物

支
援
も
含
め
た
運
行
シ
ス
テ
ム

を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
利
用
に
つ
い
て
減
免
制
度
の

周
知
徹
底
を
さ
ら
に
図
る
べ
き
。

Ａ
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
は
３

分
の
１
、
か
つ
、
障
が
い
者
は

２
分
の
１
を
助
成
で
、
年
間
延

べ
１
，
２
０
０
人
の
方
に
利
用

い
た
だ
い
る
。
今
後
、
現
行
の

助
成
制
度
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
様
へ
お
知
ら
せ
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
、

子
ど
も
料
金
を
無
料
に
し
て
は
。

Ａ
、
料
金
の
無
料
化
で
は
な
く
、

利
便
性
の
向
上
、
利
用
者
負
担

の
検
討
も
含
め
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
地
域
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
た
い
。

毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る
。
現
在
６

５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
、
国

の
制
度
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
補
助
制
度
が
あ
り
、

１
回
２
，
０
６
０
円
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
の
予
防

接
種
に
は
こ
う
し
た
補
助
が
な

い
た
め
、
費
用
の
負
担
が
大
変

で
す
。
経
済
的
な
理
由
で
接
種

を
あ
き
ら
め
る
家
庭
も
あ
る
と

聞
き
以
下
の
質
問
を
し
ま
す
。

Ｑ
、
最
低
で
も
５
日
は
自
宅
療

養
と
な
り
ま
す
。
子
育
て
中
の

保
護
者
は
、
仕
事
を
休
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
中
学
校

に
お
い
て
集
団
予
防
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
毎

年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、

休
校
、
学
年
・
学
級
閉
鎖
は
何

校
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
、
平
成
27
年
度
が
、
小
学
校

で
19
学
年
・
11
学
級
の
閉
鎖
、

中
学
校
は
３
校
で
７
学
年
・
３

学
級
の
閉
鎖
で
し
た
。

Ｑ
、
子
育
て
支
援
の
た
め
に
も
、

集
団
感
染
に
よ
る
学
級
閉
鎖
な

ど
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、

中
学
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
公
費
助
成
制
度

を
創
設
は
。

Ａ
、
過
去
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
集
団
接
種
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
６
年

に
定
期
接
種
か
ら
除
か
れ
任
意

接
種
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
市
と
し
て
は
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
マ
ス
ク
の
着

用
、
外
出
後
の
手
洗
い
や
う
が

い
、
十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取

な
ど
予
防
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防

の
接
種
率
と
目
標
値
は
。

Ａ
、
接
種
率
は
、
平
成
27
年
度

47
・
２
％
で
、
滋
賀
県
平
均
の

43
・
９
％
よ
り
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
目
標
値
に
つ

い
て
は
、
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
自
己
負
担
額
が
少
な
け
れ

ば
接
種
率
の
向
上
が
図
ら
れ
、

予
防
接
種
に
よ
る
医
療
費
削
減

効
果
も
大
き
く
な
る
と
考
え
ま

す
。
高
齢
者
が
受
け
ら
れ
る
公

費
助
成
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

Ａ
、
現
在
、
医
療
機
関
に
お
支

払
い
す
る
予
防
接
種
委
託
料
８
，

６
７
０
円
の
う
ち
、
自
己
負
担

金
は
２
，
６
０
０
円
で
す
。
こ

の
金
額
は
県
内
平
均
で
す
。
免

除
対
象
者
や
定
期
接
種
以
外
の

対
象
者
へ
の
公
費
助
成
の
拡
充

は
考
え
て
い
な
い
。
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雑
感
20
日
の
議
会
最
終
日
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
用
無
償
住
宅
支
援
の
継
続
を
求
め
る
請
願
が
僅

差
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
自
主
避
難
者
の
切
実
な
要
求
で
、
来
年
3
月
に
政
府
と
福
島
県
は
打
ち
切
り
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
「
放
射
能
汚
染
」
や
「
い
じ
め
」
な
ど
自
己
責
任
で
な
い
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
仕
打
ち
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
政
治
の
役
割
で
は
。
詳
細
は
次
号
で
。

まいちゃん号・カモン号の運行の改善を
12
月
6
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
議
員
団
の
3
番
目
に
太
田
議
員
が
質
問
に
立

ち
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
概
要
と
答
弁
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
改
善

は
市
民
の
強
い
要
望

12月定例会・太田議員の一般質問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
助
成
制
度
を


